









国 鉄 の ポ ス タ ー
金 野 弘
わた しが国鉄(大 阪鉄道管 理局)の ポス ター を描 きは じめたキ ッカケは,特
別 の深 い動機 があったわけで はない。た また まその前年 日本国 有鉄道 と 日本観
光協会共催 の観光 ポスターコ ンクール に入賞 したのがキ ッカケ とい えばい えな
いことはない とい う程度 のこ とで あった。 当時(昭 和30年頃)の わた しは,そ
の後 十数 年 も国鉄のポス ター を描 きつづ けるとは想像 もしてい なかったσ
当時の国鉄 のポス ター は,駅 の構 内,待 合室 やプラ ッ トホー ムに掲示 され,
一種 の告示(公 示)的 な形 式 を とって いた。車内 ポス ター も同様 だ った。 それ
らのポ スターはいま見るような美 しい絵 や写真 をと りいれた もので はな く,文 字
とい えば毛筆で かいた楷 書体 で あ り,そ の 文字 を黒,赤,青 な どの色 で 白地 の
紙 に1度 刷 か2度 刷で無造作 に印刷 した もので ある。デザ イ ン的 に処 理 され た
現在 のポス ターに比較す れば まこ とに貧弱 な もので あった。
わた しは,ポ ス ター制作 を依頼 されて,こ れ らのポス ター と もビラと もっ か
ない告示板 をつ くづ くながめて 「これは なんとか しなけれ ば……」 と考 え ざる
を得 なかった。 それは,n,新 しい国鉄 のポス ター(告 示)の あ りかた を考 え
だ さなければ,そ の機 会 を失 うので はない かと大 げ さに考 えた りも した。
こ こで考 え られ る第1の 問題 は造 形上 の ことで ある。書体 を現代的 にかえた
り,レ イ アウ トを もっ と新 し くした り,わ ず か な宣伝予算 の なかで印刷 度数,
版式 を どの よ うに有効 につ か うかな ど,従 来 の形 か ら造形的 にいかに改新す る
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か とい うことで ある。次 には,国 鉄 のボ ス タ
ーは どん な機能 をもった もので なけれ ばいけ
ないか とい うこ とで あ る。国鉄 の主 た る業務
とい えば,い うまで もなく旅 客 や貨物 の運搬
で ある。 いかに安価 に安 全 に,き め られた時
間 に多 くの人 び とを運 こびとどけ るか とい う
ことが国鉄 の役 目のい ちばんで ある と思 う。
ポ スターは この点 を機能 的 に果 さなければ な
らない。それにもっと深 く考 えてみると国鉄 は
国鉄 自体 の経営 す る観光地 や施 設 を もって い
ない とい うことで ある。国鉄 の ポス ター と観
光地 が発 行 す る ポ ス ター や 宣 伝 物 と異 る
点 が こ ・にあるので ある。 そこで業 務上 の機
能 をはた しなが らさらに加 えて何 か を強 く訴
え る手段 を考 えなければな らない と思 われた,
な にを加 えるか とい うとそ れは 「旅 情」 では
な いかと考 えた。人 を旅 に誘 いだす情緒 の よ
うなもの を画面 に参加 させ るこ とが,業 務一
点 ば りの味 け ない国鉄のポ ス ター に新 しい風
を吹 きこむ ことになるので は ないだ ろ うか。
この よ うな考 えかたで最初 にっ くった ボス
ターが写真 にある 「週末 は温 泉1泊 の旅」 で
あ る。 その後,時 代 は急速 なテ ンポで移 りか
わったが,わ た しの国鉄 ポス ターに対 す る考
えかたは変 っていない。テ クニ ックや色 彩で
は変化 は あったが。
43一
一44一
一45
